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PET検査のための援与台および
車椅子用遮へい体の作成
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要旨
　PET検査における放射線診療従事者の被ばく軽減を目的に，投与台と車椅子用遮へい体を作成した・投与室での作業

における看護師の被ばく線量をα27±α08μSv／件に抑えることができた・また・車椅子用遮へい体を使用することで

80％程度の遮へい効果が得られ，α21μSv／分の被ばく線量と推測された・投与直後の被験者に近づく行為に対して・

このような放射線防護措置は有効な方法であった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日放技誌53＝1467－1471，2006）

〔はじめに〕 〔仕様〕

　BF－FDG（fluorodeoxyglucose）によるPET（positron

emission　tomography〉検診やクリニカルPETを行

う施設が多くなり，放射線診療従事者の被ばくに注

目が集まっている．そのため適切な放射線防護の対

策1｝を取る必要があり，それぞれの施設で実践し始

めている，当施設においてもデリバリーによる放射

性医薬品：FDGスキャン⑨注（日本メジフイジック

ス）の供給に合わせ，FDG－PET検査を行うことに

なった．

　FDGの投与後に被験者に必然的に近づく行為と

して，投与後の翼状針抜去，検査室でのポジショニ

ング，車椅子・ストレッチャーを使用した場合が挙

げられる，今回，投与時と車椅子移動時の被ばく軽

減を目的に，投与台と車椅子用遮へい体を作成し，

その効果について検討した．

投与台

　床からテーブルまでの高さは75cm，テーブルは

厚さ3mmの鉛，下方は厚さ7mmの鉛で覆われて

いる．テーブル上の含鉛アクリル板の高さは

50cm，厚さ70mmで鉛当量3mmである，アクリ

ル板は，くの字に配置され幅60，20，60cmである，

中央に腕を通すために20×20cmの開口部がある

（図1），

車椅子用遮へい体

　遮へい体部分は幅32cm，高さ100cm，厚さ7

mmの鉛で，全体の高さは140cm，総重量78kgで

ある．車椅子への脱着は，ほとんどの車椅子に取り

付けられるように工夫されている（図2），

〔測定機器〕
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　線量率測定には電離箱式サーベイメータICS－311

（アロカ，校正：10／31／2001）を用いた．また，

外部被ばく線量測定には電子ポケット線量計

PDM－112（アロカ，校正：8／9／2005）を用い
た．
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〔測定方法〕

1　遮へい能力測定

投与台

　線源には投『」・前のFDGスキ、・ンll　 蓋を外し督ll

lこした堰こ態： を川い，辛泉i原からアクリル板まてび）劉1

離を10Cm，線源から測定器まてヴ）冒II離を60（・mヒ

した．アクリル板311111図11～3 それぞれにつ

いて測定した

車椅子用遮へい体

　1。1様に，編1‘1から遮へい1｛・までヴ）踊随15Cm

線源から測定器までヴ）距離を50umとした

2　線量率測定

投与時における線量率測定

　図3に投『」中の様fを小す投’」装置にはラディ

ア・ガード r代川テクノ，レ、を用い，　1分問で投

「♪する　投『ノ台開i　I部からBOcmのf”置に厚さ

i〔）mmヴ漣へい1縫1隠，投『沖はそこかジ鵡視弓

る．そび）遮へい体がある場合とない場合について、

投f’・lllび）最ノ、線II1．率と終1’後の線量率を測定した，

蚕た，翼状針抜去時ヴ）位1置（開口部か‘）60CnL　高

さ12（ICm
ての￥泉II：・率をlll1Dヒした、

車椅子における線盤率測定

　図4にlil．椅」［で移動する様」［・を・1｛す．遮へい体と
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図2車椅子用遮へい体
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